
    令和６年度 第２回 鳥取市男女共同参画審議会 議事録

日 時 令和６年８月２７日（火）午前１０時００分～午前１１時３０分 

場 所 鳥取市役所 本庁舎６階 第６－４会議室 

出席者 男女共同参画審議会委員１０名（欠席７名）、事務局７名 

（正副会長の互選） 

事務局提案ではどうか意見あり、引き続き「会⻑に徳田純子委員、副会⻑に福田克彦委員」と提

案した。全会一致で、会⻑に徳田純子委員、副会⻑に福田克彦委員と決定した。 

（１）男女共同参画に関する市民意識調査（案）について 

【事務局】男女共同参画課：資料により説明。 

・P6、問１、同感に対して反対という言葉に違和感。賛成など、ポジティブ言葉ではどうか。 

・P6、問１、同感・賛成など併記してはどうか。 

・P3、無作為に 2,000 人を対象とあるが、男女比はどうか。 

【事務局】男女共同参画課：男女、半分ずつを対象とする旨回答。 

   P4、(3)、自営業主という言葉がわからない。経営者もあると答えやすい。 

・P7、問３(4)、女の子だけが出てくるが、男女を問わずの質問ではどうか。 

・P11、男女共同参画の視点という言葉が出てくるが分かりにくいかもしれない。 

【事務局】男女共同参画課：説明文の追記、わかりやすい表現にするよう検討する旨回答。 

・P15、問 21 の３，評価を高めることとあるが、理解を高める等ではどうか。 

・全体を通して、言葉選びはむずかしい。育休取得により育児参加の意識は高まるが家事参加につ

ながらない。実態把握できるとよい。自分たちの役割として考えることが重要。 

・P21、問 35、PTA や職員研修でアンコンシャスバイアスについての研修を行い、意識は高まって

いる。考え方の改善や、実態が把握できるとよい。 

・P20、問 33(5)、女と男とのハーモニーフェスタの開催や、輝なんせ鳥取講座が認知されているか

項目を入れてもよいと思う。 

・P21、問 35、教育には、地域との連携が必要と思う。地域連携についての項目が必要と思う。 

・P11、問 12、医療・メンタルケア・ケースワーカーなど、相談できる体制も必要と思う。 

・P11、問 12、例えば女性の視点で、というような表現の問いではどうか。 



（２）企業における男女共同参画に関する意識調査（案）について 

【事務局】男女共同参画課：資料により説明。 

・P28、問 9、ハラスメントなど…とあるが、「など」は取ったほうがよい。 

・P25、今後どのような改善に取り組まれる予定か。P23 の前置きで男女共同参画担当や人事等の担

当者が記入するとあるが、会社を統括してないため回答しにくいかもしれない。 

   P27、問 6-3、育休の平均取得期間を記入する部分について、集計にとても大変と思う。 

・P27、問 6-3、育休の取得期間を把握するためと思うので、多かったものはどれか等聞き方を変え

てはどうか。 

・P28、４つのハラスメントの説明書きがあるが、これに限定した調査になるのか。事業所では、

カスタマーハラスメントについて関心があるので、盛り込んではどうか。 

・法整備されているものは選択から削除した方がよい。 

P27、問 6-1、５制度を取り入れる予定はない、は削除がよい。 

   P25、問 1-2、８男女の賃金差異が改善した、とあるが昇進や勤務手当の支給により上昇した

もので、男女の賃金格差の改善を判断するものでないと考える。 

   P32、問 18、10 子どものための看護休暇、は削除がよい。 

（３）第５次鳥取市男女共同参画かがやきプラン策定スケジュール（案）について 

【事務局】男女共同参画課：資料により説明。 

意見、提案はなかった。 


